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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、リチウム同位体（6Li 及び 7Li）の核子入射原子核反応に対し、リチウム同位体の分

解過程を考慮可能な連続状態離散化チャネル結合法を用いて、核子弾性・非弾性散乱及び三重陽子

生成反応の系統的な解析を行い、使用する有効核子核子相互作用の入射エネルギー依存性を決定し、

その反応機構を定量的に明らかにしたものであり、原子核物理の発展に寄与するところが大きい。

よって、本論文は博士（理学）の学位論文に値すると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 


